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2008年１月24日 

受益者の皆様へ 

安田投信投資顧問株式会社 

 

「チャイナ･リアル･ウォッチ」の基準価額変動について 

 

一昨日の１月22日の香港市場の下落を受け、1月23日の掲題ファンドの基準価額が前日比

5%を超える値下がりとなりましたので、その要因と市場環境につきまして、以下ご報告致
します。 

 

＜ファンドの騰落率＞  
基準価額(円） 

ファンド名 
1 月 22 日 1 月 23 日

前日比（円） 騰落率（％） 

チャイナ･リアル･ウォッチ 18,182 16,672 -1,510 -8.30% 

 

アジア株式市場の主要株価指数の騰落率（1月21日と22日の比較）と市場動向 
（出所：ブル－ムバーグのデータより） 

関連主要株価指数 
騰落率(％) 

(現地通貨ﾍﾞｰｽ)

騰落率(％) 

(円ﾍﾞｰｽ) 

香港ﾊﾝｾﾝ指数 -8.65% -7.96% 

ﾊﾝｾﾝ中国企業株指数（H株） -11.97% -11.30% 

ﾊﾝｾﾝ中国ﾚｯﾄﾞﾁｯﾌﾟ指数 -8.64% -7.95% 

  

香港株式市場は、前週末の米国市場の下落と、米国の緊急景気対策への失望感を受けて

売りが膨らみました。また、中国四大銀行の１行である中国銀行がサブプライム・ローン

関連で巨額の損失を計上するとの見通しが伝えられたことも悪材料となった結果、香港ハ

ンセン指数･Ｈ株指数･レッドチップ指数は大きく下落しました。 

 

 現在のアジア株式市場の状況は、米国のサブプライム・ローン問題や米国景気後退懸念

に大きく影響されていると思われます。ハンセン市場では優良株まで過度に売られている

ものと思われ、市場は値を下げ過ぎていると見られます。 

 

昨日1月23日は香港金融当局が米緊急利下げに追随し、利下げを実施したことが好感され、
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香港株式相場は大きく反発し、香港ハンセン指数は大幅な上昇率を記録し前日比2,332.54

ポイント（現地通貨ベース+10.72%）高の24,090.17、ハンセン中国企業株指数（Ｈ株）は

前日比1,367.62ポイント高（同、+11.48％）の13,279.53、ハンセン中国レッドチップ指数

は前日比498.17（+10.53％）高の5,229.87となっております。銀行株と不動産銘柄が高値

をつけ、また「手持ち資金を持つ投資家が、最近の急落を受けて押し目買いを入れた」と

一部の金融関係者からの指摘も報道されております。 

 

 中産階級の成長に伴う国内消費の拡大と、高い輸出競争力を背景とし、中国の成長性に

対する評価に変わりはありません。サブプライム・ローン問題に端を発する米国景気後退

の懸念がこの先も市場にて繰り返し報道され、市場が適宜反応することも考えられますが、

中長期的には中国株式市場の成長性は衰えていないと見ています。 

 

以上 

 

 


